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令和 3年度「学苑　昭和女子大学紀要」編集委員会
　委員長　烏谷　知子（近代文化研究所長）
　委　員　青木　幸子（総合教育センター）
　　　　　烏谷　知子（日本語日本文学科）
　　　　　三原　昌巳（歴史文化学科）
　　　　　鈴木　博雄（英語コミュニケーション学科）
　　　　　ボルジギン・フスレ（国際学科）
　　　　　岸山　　睦（ビジネスデザイン学科）
　　　　　　　　　　（会計ファイナンス学科）
　　　　　島谷まき子（心理学科）
　　　　　北本　佳子（福祉社会学科）
　　　　　フフバートル（現代教養学科）
　　　　　今井　美樹（初等教育学科）
　　　　　下村久美子（環境デザイン学科）
　　　　　黒谷　佳代（健康デザイン学科）
　　　　　川崎　広明（管理栄養学科）
　　　　　高尾　哲也（食安全マネジメント学科）
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編　集　後　記

　本質を捉えた普遍の原理は抽象的ではあるが単純な形で提示されるものである。一方，
原理の提唱に辿りつくまでの過程における議論の群れは渾沌としている。このカオスから
エレガントな原理を探り出す知的エネルギーの大きさたるや如何ほどであろうか。本紀要に 
掲載された論考はどれも，原理の真摯な探求に余念がない。執筆者の研究者魂に敬畏する。
 （H. S.）
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　「学苑」は 2021 年度から季刊発行となるため，今回が「人間社会学部紀要」としての最終号となる。教育活動
や校務が忙しい日々において，研究者であり続けることは容易なことではない。そうした中で「人間社会学部」
の号があったことは，年に 1回，研究をまとめるという目標となってきたと思われる。今回も 4学科から投稿さ
れており，常勤教員のみでなく非常勤講師の先生方，年配の先生方から若手の先生方，と多様な著者の論文・研
究ノート・資料が掲載されていることは嬉しいことだと考える。2021 年度以降も，各自の研究進行に合わせて，
「学苑」に投稿していただければと思う。最後に，お忙しい中，丁寧な査読をしてくださった先生方に感謝申し
上げる。（人間社会学部長　藤崎春代）

　心理学科からは，今号へ資料 1本の投稿があり，厳正な査読を経て掲載の運びとなった。執筆者，査読者の先
生方に御礼申し上げる。掲載の資料は，企業との共同研究の萌芽的研究として，今後の心理学の研究のいっそう
幅広い領域への開拓と展開が期待されるものである。人間社会学部紀要としては今号が最終号となり，「学苑」
の人間社会学部紀要としての役割を終えることになる。来年度から季刊となる「学苑」への心理学科からの投稿
もさらに促進していきたい。（島谷）
　現代教養学科からは，論文 2本，研究ノート 2本が掲載となった。学際的な学科の特色が生かされ，中西先生
はコナン・ドイルの宗教観をホームズ物語に登場する音楽で読み解いた論考，フフバートル先生はモンゴル文語
とモンゴル語の言文一致の問題に関する論考，瀬沼先生・粕谷先生の共同研究では京都の中山間地域の持続的地
域形成と振興に関わる文化・社会的企業活動に着目された考察，福田は世田谷でのプロジェクト活動の実践例に
ついての考察，まさに文化研究の多様性を開示できたと思う。最後になったが，ご多忙のところ査読をお引き受
けくださった先生方には心から感謝申し上げたい。（福田）
　福祉社会学科からは，厳正な査読を経て研究ノート 1本が掲載の運びとなった。今日，福祉のニーズは多様
化・複雑化し，制度の制定や改変が続くとともに，現場での実践も日々進化している。そうした中でも，制度の
はざまの問題や専門職が十分に対応できていない問題もある。今回の研究ノートは，そうした問題への当事者の
視点からの研究で，非常に貴重なものである。今後も様々な研究成果を「学苑」を通して発信していければと思
う。最後に，査読を引き受けて下さった先生方に感謝申し上げる。（北本）
　初等教育学科からは，今号へは3本の投稿が寄せられた。高等学校地理歴史科「世界史B」と大学「教育原理」 
系科目の双方の教科書の歴史人物の記述を比較・考察した論文，『趣味大観』（1935）にみられる自然栽培趣味の
記述から，昭和初期の盆栽趣味の諸相について考察した論文，コロナ禍における小学校教員の特別活動指導の意
識変化をインタビュー調査から明らかにした論文であり，厳正な審査を経ての掲載となった。ご協力いただいた
各氏に感謝申し上げる。今後も教育・保育について多面的な角度から捉えた研究が行われ，その成果発表の場と
して，「学苑」への積極的な投稿を期待したい。（今井）

 編集委員　島谷まき子・福田淳子・北本佳子・今井美樹

編　集　後　記
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令和 4年度「学苑　昭和女子大学紀要」編集委員会
委員長　　井原　奉明（副学長）
副委員長　島谷まき子（心理学科）
委　員　　田中　　均（日本語日本文学科）

牧野　元紀（歴史文化学科）
鈴木　博雄（英語コミュニケーション学科）
ボルジギン・フスレ（国際学科）
武川　恵子（ビジネスデザイン学科）
井出健治郎（会計ファイナンス学科）
北本　佳子（福祉社会学科）
フフバートル（現代教養学科）
今井　美樹（初等教育学科）
角田由美子（環境デザイン学科）
黒谷　佳代（健康デザイン学科）
清水　史子（管理栄養学科）
地家　真紀（食安全マネジメント学科）
青木　幸子（全学共通教育センター）

編　集　後　記

　「学苑　昭和女子大学紀要」2022 年 7 月号を無事に発行することができ、大変うれしく、
かつ安堵している。というのも、今号は、昭和女子大学近代文化研究所から昭和女子大学
出版会へと発行主体を変更した最初の号だからである。初めて編集委員長の任にあたり、
これまでの編集委員長のご苦労を拝察し、同時にこれからの「学苑」の未来に思いを寄せ
ている。従来に勝るとも劣らぬ力作を集めた今号、寄稿者に感謝し、広く衆目を集めるこ
とを願っている。

「学苑　昭和女子大学紀要」編集委員会委員長　井原　奉明

執筆者紹介（五十音順）

遠藤　純子（えんどう　じゅんこ）人間社会学部初等教育学科准教授
○「乳児保育における食事援助のプロセスの質を支える諸要素の検討」（「保育者養成教育研究」6号　2022 年 3 月）（共著）
○「乳児保育の質をめぐる現状と課題―関係性をベースとした保育の展開に向けて―」（「学苑」956 号　2020 年 8 月）
○「0歳児の食に関して保育士は何に悩んでいるか―学びの機会の必要性を考える―」（「アレルギーの臨床」529 号　2019 年 7 月）（共著）
○  「離乳期における保育者の援助特性に関する一考察―自食移行期の言語的調整と身体的調整に着目した事例的検討―」（「学苑」944
号　2019 年 6 月）（共著）

○  「「乳児保育」における食事援助の学びについての検討―Eating-Feeding相互模擬演習を体験した学生の気づきから―」（「学苑」932
号　2018 年 6 月）（共著）

大澤　里紗（おおさわ　りさ）人間社会学部初等教育学科助教
○  「子どもたちと一緒に音楽を楽しむために」（『教育学基礎演習ハンドブック 2021』所収　昭和女子大学人間社会学部初等教育学科　2022 年）
○  「保育者養成校のピアノ指導における遠隔授業の実践と課題―2020 年度「音楽実技Ⅱ」アンケート調査報告」（「こども教育宝仙大学
紀要」第 12 巻　2020 年 3 月）

○  「ロベルト・シューマンの改訂ピアノ作品における版選択の問題―演奏の伝統と現代のピアニストに開かれた可能性―」（国立音楽
大学大学院音楽研究科博士論文　2020 年 3 月）

○  「ロベルト・シューマンの改訂作品におけるピアニストの版選択について―《交響的練習曲》作品 13 を例に―」（「国立音楽大学大学
院年報」第 31 巻　2019 年 3 月）

小野　友紀（おの　ゆき）大妻女子大学短期大学部准教授
○「乳児保育における食事援助のプロセスの質を支える諸要素の検討」（「保育者養成教育研究」6号　2022 年 3 月）（共著）
○『幼稚園・認定こども園　キャリアアップ研修テキスト　食育・アレルギー対応』中央法規　2021 年（共著）
○  「園児の食事活動への参加過程―園児はどのように自分の食事量を盛り付けるようになるのか」（「質的心理学研究」20 号　2021 年 3
月）（単著）

○「保育所に勤務する栄養士等を対象とした離乳期における食の学びに関する調査」（「和洋女子大学紀要」第 61 集　2020 年 3 月）（共著）
○  「離乳期における保育者の援助特性に関する一考察―自食移行期の言語的調整と身体的調整に着目した事例的検討―」（「学苑」944
号　2019 年 6 月）（共著）

金子　朝子（かねこ　ともこ）国際学部英語コミュニケーション学科特任教授
○  『学びの場での第二言語習得』（Introduction to Instructed Second Language Acquisition, 2nd edition 著者 Shawn Loewen）開拓社　2022
年（共訳）

○  「小学校「外国語活動」及び「外国語」での使用語彙と中学校「外国語」の連携―動詞の～ing形の視点から」（「学苑」966 号　2021
年 7 月）

○  Picture stories in Japanese Elementary School English Classrooms （4） A Comparison of the Use of Picture Stories in Japan and Three 
English Speaking Countries. Gakuen 954, 2020

○『第二言語習得と英語科教育法』開拓社　2013 年（共著）
○ Use of English by Japanese Learners: Study of Errors. 三秀舎　2011 年

関口　靜雄（せきぐち　しずお）元　大学院生活機構研究科生活機構学専攻教授・本学名誉教授
○「〔資料〕『下野州岩舩山縁起』『岩舩山地蔵菩薩縁起』影印と翻刻」（「学苑」961 号　2020 年 11 月）
○「〔資料〕浄土木食空無撰『巡六地蔵慈悲利益記』翻刻と解題」（「学苑」949 号　2019 年 11 月）
○「〔資料〕妙幢淨慧撰『古今舎利験論』翻刻と解題〈全3〉」（「学苑」946号　2019年 8月，948号　2019年 10月，953号　2020年 3月）
○「〔資料〕鞍馬寺所蔵融通念仏会再興関係資料」（「学苑」901 号　2015 年 11 月）
○「木食と呼ばれた人たち」（『浅草寺佛教文化講座』57 輯　2013 年 8 月）

高松　世津子（たかまつ　せつこ）名古屋大学人文学研究科文化人類学日本思想史博士課程
○  「叡尊と近世前期律僧における舎利信仰―『悲華経』と記述された奇跡をめぐって―」（「日本宗教文化史研究」第 26 巻 1 号　2022 年
6 月）

○  「近世戒律復興における野中寺中興慈忍慧猛の事績と霊験について」（名古屋大学人文学研究科「人文学フォーラム」第 5号　2022
年 3 月）

○  「近世戒律復興運動の祖師・俊正明忍　対馬における奇瑞・臨終瑞相をめぐって」第 17 回涙骨賞奨励賞（「中外日報」ウェブサイト　
2021 年 4 月）

○「近世天台宗寺門派義瑞性慶の事績と自誓受戒」（「日本宗教文化史研究」第 24 巻 2 号　2020 年 11 月）
○「自誓受戒の好相行・好相をめぐる考察―近世期・真言律系を中心に―」（「日本宗教文化史研究」第 23 巻 2 号　2019 年 11 月）

フフバートル（フフバートル）人間社会学部現代教養学科教授
○  「内モンゴルにおけるモンゴル人民共和国文学の受容―20 世紀前半のモンゴル語定期刊行物の資料を中心に―」（下）（「日本モンゴ
ル学会紀要」45 号　2015 年）

○  「内モンゴルにおけるモンゴル人民共和国文学の受容―20 世紀前半のモンゴル語定期刊行物の資料を中心に―」（上）（「日本モンゴ
ル学会紀要」44 号　2014 年）

○「内モンゴルにとっての 1945 年 8 月―特殊な政治的環境における独自の終戦史―」（「学苑」898 号　2015 年 8 月）
○  「内モンゴルにおける『現代モンゴル語』の形成過程とその政治的側面―モンゴル人民共和国からの影響に焦点を当てて―」（「学苑」
883 号　2014 年 5 月）

○  「内モンゴルにおけるモンゴル語の文字改革の問題―終戦後のモンゴル人民共和国「新文字」の影響を中心に―」（「学苑」880 号　2014
年 2 月）

吉田　昌志（よしだ　まさし）人間文化学部日本語日本文学科教授
○「尾崎紅葉と高村光太郎―その肖像制作をめぐって―」（「日本近代文学館年誌」第 17 号　2022 年 3 月）
○『夏目漱石　修善寺の大患前後―昭和女子大学図書館近代文庫蔵新資料を加えて―』昭和女子大学近代文化研究所　2022 年 2 月（共著）
○『泉鏡花素描』和泉書院　2016 年
○『鏡花随筆集』岩波書店（岩波文庫）　2013 年（編著）
○『新日本古典文学大系　明治編 20　泉鏡花集』岩波書店　2002 年（共著）


